
存t電 也`

ソ れ
馬
券
、経
費
認
め
る

フ
ト
不
使
用
で
も
「継
続
的
」
最高裁判決

経
団
連

副
業
推
奨
せ
ず

働
き
方
改
革

本
業
軽
視
を
懸
念

経
団
連
の
榊
原
定
征
会

る
こ
と
は
し
な
い
」
と
し
、

長

は

１８

日

の
記

者

会

見

個
々
の
企
業
の
経
営
判
断

で
、
政
府
が
働
き
方
改
革

だ
と
し
た
。

の

一
環
と
し
て
副
業
や
兼

　

榊
原
氏
は
、
副
業

・兼
業

業
の
普
及
促
進
を
挙
げ
て

は
従
業
員
の
能
力
開
発
の

い
る
こ
と
に

「経
団
連
と

面
で
は
プ
ラ
ス
効
果
が
あ

し
て
会
員
企
業
に
推
奨
す

る
と
し
た
が
、
逆
に
本
業

齢歎劫謎聴れ掛れ馬券を一

予
想
の
確
度
を
組
み
合
わ
せ

る
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
で
０５
～

１０
年
に
約
７２
億
７
千
万
円
分

の
馬
券
を
買
い
、
約
５
億
７

千
万
円
の
利
益
を
上
げ
た
。

第
２
小
法
廷
は
判
決
理
由

で

「
男
性
の
馬
券
購
入
は
営

利
目
的
の
継
続
的
な
行
為
で

一
審

。
東
京
地
裁
判
決
は

「
一
般
的
な
競
馬
フ
ァ
ン
の

購
入
方
法
と
大
き
な
た
が
な

い
」
と
し
て
経
費
に
は
当
た

ら
な
い
と
判
断
し
、
約
１
億

９
千
万
円

の
追
徴

課
税
を

認
め
た
。
二
審

・
東
京
高
裁

判
決

で
は
男
性
が
逆
転
勝

訴
し
、
判
断
が
分
か
れ
て
い

が
お
ろ
そ
か
に
な

っ
た
り

労
働
時
間
の
管
理
が
難
し

く
な

っ
た
り
す
る
な
ど
課

題
も
多
い
と
強
調
。
情
報

漏
え
い
の
危
険
性
も
高
ま

る
と
し
た
。
そ
の
上
で
「日

本
の
企
業
の
８５
物
以
上
が

副
業
、
兼
業
を
認
め
て
い

な
い
。
各
社
の
判
断
で
や

る
の
は
自
由
だ
が
、
経
団

連
が
旗
を
振
る
も
の
で
は

な
い
」
と
語

っ
た
。

来
年
１
月
に
と
り
ま
と

め
る
２
０
１
８
年
の
経
営

側
の
春
闘
方
針

「経
営
労

働

政

策

特

別
委

員

会

報

告
」
の
中
で
も
、
副
業
、

兼
業
に
つ
い
て
経
団
連
の

考
え
を
明
示
し
て
い
く
意

向
を
示
し
た
。

リ

エ
ア
中
央
新
幹
線
の

工
事
を
巡
る
入
札
不
正
の

疑
い
で
東
京
地
検
特
捜
部

が
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
を

家
宅
捜
索
し
た
こ
と
に
関

し
て
は

「注
意
深
く
み
て

い
き
た
い
。
事
実
解
明
に

向
け
て
捜
査
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

協旦12//ャ

た
。国

税
庁
は

「
主
張
が
認
淋

ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
残
今

だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ヨ後 ,2/1`
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金
融
や
新
市
場
開
拓

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
２８
日
、
２
０
１
８
年
１
月
１
回
付
の
新
体
制
を
発
表
し
た
。
例
年

よ
り
３
カ
月
早
く
８０
人
規
模
の
役
員
級
の
人
事
を
決
定
。
三
井
住
友
銀
行
な
ど
か
ら
人

材
を
招
き
、
自
前
主
義
脱
却
を
人
事
で
も
進
め
る
。
背
景
に
は
前
例
に
と
ら
わ
れ
て
い

て
は
車
の
激
変
期
を
生
き
抜
け
な
い
と
い
う
豊
円
章
男
社
長
の

「
攻
め
の
姿
勢
と
焦
燥
」

（幹
部
）
が
あ
る
。
異
例
の
改
造
人
事
で
、
ト
ヨ
タ
は
強
さ
を
維
持
で
き
る
の
か
。

「瀬
戸
際
の
戦
い
」

ん
変
わ
る
時
代
に
人
事
は
１

年
に
１
度
、
４
月
と
い
う
保

守
的
な
考
え
は
合
わ
な
い
」

と
み
る
。

実
際
、
ト
ヨ
タ
は
今
年
４

月
の
役
虫
人
事
が
終
わ

っ
た

後
も
６
月
、
８
月
、

１１
月
と

不
定
期
で
役
員
を
叉
動
さ
せ

て
い
る
。
来
年
１
月
に
就
任

し
た
後
も
実
績
や
環
境
の
変

化
で
交
代
が
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
。
交
代
時
期

の
前
倒
し
に
は
、
そ
う
し
た

緊
張
感
を
社
内
外
に
浸
透
さ

せ
る
狙
い
も
あ
る
。
実
は
８

日
前
に
今
回
の
人
事
を
予
感

さ
せ
る
言
葉
が
あ

っ
た
。

愛
知
県
豊
田
市
の
本
社
で

２０
日
に
開
か
れ
た
経
営
陣
と

労
働
組
合
幹
部
に
よ
る
約
１

５
０
人
の
「
労
使
懇
談
会
」
。

豊
円
社
長
は
経
営
難
か
ら
苦

渋
の
リ
ス
ト
ラ
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
１
９
５
０
年
の
労
働

夕 ゑ 鶴

「
勝
つ
か
負
け
る
か
で
は

な
く
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の

瀬
戸
除
の
戦
い
が
始
ま

っ
て

い
る
」
。

２８
日
に
ト
ヨ
タ
が

公
表
し
た
発
表
資
料
で
は
過

激
な
表
現
が
目
を
引
い
た
。

こ
れ
ま
で
ト
ヨ
タ
は
１
月

に
部
長
以
下
、
４
月
に
役
員

の
人
事
を
行

っ
て
き
た
。
今

回
は
デ
ン
ソ
ー
や
ア
イ
シ
ン

精
機
と
い

っ
た
主
要
グ
ル
ー

プ
企
業
も
巻
き
込
み
、
時
期

を
前
倒
し
し
て
の
同
時
実
施

に
な
る
。
ト
ヨ
タ
の
あ
る
役

員
は

「
経
営
環
境
が
ど
ん
ど

‐

‐

―

―

―

―

　

　

　

　

‐

　

　

　

　

十

　

１

十

　

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

一

気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
を
優
遇

す
る
政
策
を
鮮
明
に
し
た
。

ト
ヨ
タ
に
は
逆
風
が
吹
き
続

け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
慣

例
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
余
俗

は
な
い
。

一
体
感
を
創
出

争
議
に
言
及
し
、

「
当
時
を

一　

専
門
性
の
高
い
分
野
で
ト

超
え
る
ほ
ど
に
自
分
た
ち
は

一
ヨ
タ
出
身
者
以
外
を
稔
用
す

紳
時
中
中
「
孝
一
〕
中
中
中

一中
］
オ
↓
蚊
中
い
ウ
や
け
ヤ

億
人
の
中
国
と
イ
ン
ド
が
電

百
り
み
れ
ば
わ
ず
か
２
％
で
現

例
え
ば
副
社
長
に
就
く
デ
ン

ソ
ー
の
小
林
耕
士
副
会
長
。

ト
ヨ
タ
出
身
だ
が
０３
年
に
デ

ン
ソ
ー
に
移

っ
て
お
り

「
年

齢
か
ら
も
異
例
の
復
帰
六
主

要
部
品
メ
ー
カ
ー
幹
部
）
だ
。

ア
イ
シ
ン
精
機
傘
ド
の
ブ
レ

ー
キ
大
手
、
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク

ス

（愛
知
県
刈
谷
市
）
の
小

木
曽
聡
社
長
も
約
２
年
半
ぶ

り
に
ト
ヨ
タ
に
戻
る
。　
一
連

の
人
事
の
背
景
に
は

「
よ
り

一
体
感
を
持
た
な
い
と
勝
て

な
い
」

（ト
ヨ
タ
幹
部
）
と

の
危
機
感
が
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
再
編

へ
の
意
志
も
み
え

る
。ト

ヨ
タ
の
１７
年
度
の
グ
ル

―
プ
世
界
販
売
台
数
は
１
０

２
５
万
台
の
見
通
し
。
５
年

連
続
で
大
台
を
超
え
る
も
の

の
、
売
上
高
の
成
長
は
鈍
る
。

そ
う
し
た
な
か
競
争
力
を
ど

う
磨
く
の
か
。
自
動
運
転
や

電
動
化
と
い

っ
た
次
世
代
分

野
で
ぶ
つ
か
る
の
は
米
グ
ー

グ
ル
な
ど
の
異
業
種
だ
。
ス

ピ
ー
ド
感
も
従
来

と
は
連

う
。
最
大
の
経
営
課
題
と
な

る
社
長
の
後
継
者
育
成
も
含

め
、
新
体
制
の
責
任
は
重
い
。

（
ｉ
藤
止
晃
）

二径と〃/2守

在

の
優
先
順
位
は
高
く
な

ぃ
。
だ
が
５０
年
に
は
人
口
が

２
倍
の
２４
億
人
に
増
え
所
得

水
準
も
向
上
す
る
。
既
存
の

メ
ン
バ
ー
で
は
難
し
い
有
〕

市
場
の
開
拓
を
今
井
氏
に
託

す
。三

井
住
友
銀
行
の
福
留
朗

裕
常
務
執
行
役
曇
を
迎
え
入

れ
る
の
も
従
来
の
ト
ヨ
タ
に

は
な
か

っ
た
発
想
だ
。
福
留

氏
は
ト
ヨ
タ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
社
長
に
就

き
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及

な
ど
で
重
要
性
が
増
す
販
売

金
融
の
強
化
を
担
う
。

主
要
な
部
品
会
社
と
の
問

で
の
役
蛍
異
動
も
円
立

つ
。

一
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ゴ

l

ン
氏
、退
任
観
測

【
バ
ル
セ
ロ
ナ
ーー
白
石
透

冴
】
仏
ル
ノ
ー
の
カ
ル
ロ
ス

・
ゴ
ー
ン
会
長
兼
最
高
経
営

責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
写
真
）

が
退
任
す
る
と
の
観
測
が
浮

上
し
て
い
る
。
レ
ゼ
コ
ー
、

フ
ィ
ガ

ロ
な
ど
の
現
地
メ
デ

ィ
ァ
は
２‐
日
ま
で
に
、

ヘ
ッ

ド

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
よ

る
後
継
者
の
選
定
が
始
ま

っ

た
と
報
じ
た
。
改
選
期
を
迎

え
る
２
０
１
８
年
の
株
主
総

会
に
向
け
た
駆
け
引
き
が
激

し
く
な
り
そ
う
だ
。

ゴ
ー
ン
氏
の
ル
ノ
ー
取
締

役
と
し
て
の
任
期
は
１８
年
６

月
１５
日
に
開
か
れ
る
株
主
総

会
で
切
れ
る
た
め
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ

職
の
去
就
に
注
目
が
集
ま

っ

て
い
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
交
代
す

る
場
合
、
株
主
総
会
ま
で
に

後
任
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

ル
ノ
ー
は
２
月
に
経
営
委

員
会
を
招
集
し
、
候
補
者
を

決
め
る
と
み
ら
れ
る
。
現
状

で
は
人
材
会
社
に
社
内
人
材

の
評
価
や
外
部
人
材
の
ヘ
ッ

ド

ハ
ン
テ

ィ
ン
グ
を
依
頼

し
、
候
補
者
を
選
ん
で
い
る

段
階
と
さ
れ
る
。

現
地
メ
デ
ィ
ア
で
は
後
継

候
補
と
し
て
、
ル
ノ
ー
で
も

の
づ
く
り
を
統
括
す
る
チ
ー

フ

・
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ

。

オ
フ
ィ
サ
ー

（
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）
の

テ
ィ
エ
リ
ー

。
ボ

ロ
レ
氏
や

販
売
担
当
責
任
者
の
テ
ィ
エ

リ
ー

・
コ
ス
カ
ス
氏
の
名
前

が
挙
が

っ
て
い
る
。

ル
ノ
ー
の
広
報
担
当
者
は

報
道
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

避
け
た
。

外
部
の
人
材
で
は
、
欧
州

エ
ア
バ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
ス

・

ブ
レ
ジ
エ
最
高
執
行
責
任
者

（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
ら
の
名
前
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
同
氏

の
名
前
は
２
～
３
年
前
か
ら

挙
が

っ
て
い
る
。

自
動
車
業
界
で
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
デ
ィ
デ
ィ
エ

。

ル
ロ
ワ
副
社
長
、
仏
グ
ル
ー

プ
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
カ
ル
ロ
ス

・
タ

バ
レ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
の
名
前
も

挙
が
る
。

タ
バ
レ
ス
氏
は
元

ル
ノ
ー
で
ゴ
ー
ン
氏
の
懐
刀

的
存
在
だ

っ
た
。

た
だ
、
外
部
の
人
材
は
よ

ほ
ど
の
逸
材
で
な
い
と
難
し

い
と
の
見
方
が
強
い
。
仏
政

府
は
外
国
人
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
避
け

た
が

っ
て
い
る
と
の
観
測
も

あ
る
。

④

車載用電池

トヨタ自動車が1997年に

初代プリウスを発売して以

降、ハイブリッド車 (HV)
の駆動用には主にエッケル

水素電池が使われてきた。

一方、電池への依存が大き

い電気自動車 (EV)やプ

ラグインハイブ 1リ ッ ド車

(PHV)は 、より小型で

高出力のリチウムイオン電

池が主流だ。

調査会社の富士経済は、

EVの世界販売台数が2017

年の61万台から35年 に630

万台に拡大し、車載用電池

の伸びがけん引してリチウ

ムイオン電池の世界市場は

15年の 2兆 1428億円から21

年には4兆円を突破すると

予測する。

トヨタが開発をリー ドす

る「全国体電池」は安全性

や耐久性に優れた次世代電

池として期待され、パナソ

ニックや韓国サムスン電子

などが開発を急いでいる。

ゴ ー ン氏

匂口 |ン字

シェアリング展開の新会社
■ トヨタ自動車 21日、モビリティ

ーサービスを展開する新会社、 トヨタ
モビリティサービス (東京 ,中央)を
2018年 4月 1日 に設立す ると発表 し
た。東京都を中心にレンタカーや自動
車 リースに加え、シェア リングなどの

新たなサービスを展開 していく。

日径 ぼん2

仏紙報道

１
９
９
９
年
に
始
ま

っ
た

ル
ノ
ー
と
国
産
自
動
車
の
提

携
関
係
は
２０
年
近
く
に
及
ぶ

が
、

‐６
年
に
新
た
に
企
業
連

合
に
加
わ

っ
た
三
菱
自
動
車

を
含
め
、
各
社
の
成
長
は
今

も
ゴ
ー
ン
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
依
存
し
て
い
る
側
面

が
あ
る
。
ル
ノ
ー
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
退
任
す
る
場
合
に
も
ゴ
ー

ン
氏
は
な
ん
ら
か
の
役
職
に

と
ど
ま
り
、
国
産
や
三
菱
自

の
会
長
職
も
続
け
な
が
ら
企

業
連
合
全
体
を
統
括
す
る
と

み
ら
れ
る
。
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Ｖ

ス
晰
悌
ド
昨
卿

子こで
げ
館
田
汐
期

と
し
て
初
め
て
、
英
国
の
科
学

誌
ネ
イ
チ

ャ
ー
な
ど
が
主
宰
す

る
「ジ

ョ
ン

・
マ
ド

ッ
ク
ス
賞
」

を
受
賞
し
た
。
「ネ
イ
チ

ャ
ー
」

は
、
多
く
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の

業
績
を
紹
介
し
、
自
然
科
学
系

の
研
究
者
に
と

っ
て
は
こ
こ
に

論
文
が
載
る
こ
と
が
目
標
に
な

る
よ
う
な
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル

の
学
術
誌
だ
。

ジ

ョ
ン

・
マ
ド

ッ
ク
ス
は
、

時
の
権
威
に
逆
ら
う
よ
う
な
研

究
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
議

論
を
喚
起
す
る
と
い
う
英
国
的

反
骨
精
神
で
同
誌
を
育
て
た
名

編
集
長
だ

っ
た
と
い
う
。
こ
の

賞
が
与
え
ら
れ
る
の
も

「公
共

の
利
益
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い

て
健
全
な
科
学
と
エ
ビ
デ
ン
ス

を
広
め
る
た
め
に
、
障
害
や
敵

意
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
貢
献

し
た
個
人
」
。
実
際
、
今
回
の

候
補
者
リ
ス
ト
に
は
、
そ
の
活

動
に
よ

っ
て
死
刑
宣
告
を
受
け

た
り
、
投
獄
さ
れ
た
り
、
暴
力

を
ふ
る
わ
れ
た
り
し
た
と
い
う

人
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
。

未
開
の
地
で
の
呪
術
医
と
の

戦
い
な
ら
と
も
か
く
、
先
進
国

で
そ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
も
の

か
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

過
去
６
年
の
受
真
者
を
見
れ
ば

先
進
国
も
似
た
よ
う
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

幼
児
期
の
性
的
虐
待
被
害
を

告
発
す
る
裁
判
で
証
言
台
に
立

ち
、
被
害
記
憶
の
不
確
か
さ
を

指
摘
し
た
こ
と
で

「性
犯
罪
者

の
味
方
か
」
と
た
た
か
れ
た
心

理
学
者
や
、
怪
し
い
代
替
医
療

の
問
題
を
指
摘
し
て
解
雇
さ
れ

そ
う
に
な

っ
た
英
国
の
研
究
者

ら
が
受
賞
し
て
い
る
。
そ
ん
な

中

で
の
村
中
氏

の
受
賞
だ

か

ら
、
私
は
単
純
に
喜
べ
な
い
。

襲

嬰

解

略

が
軽

却

や
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
往
々

に
し
て
孤
軍
奮
闘
を
強
い
ら
れ

る
。
こ
の
賞
に
は
、
そ
う
い
う

人
々
を
支
え
る
狙
い
も
あ
る
。

村
中
氏
の
今
回
の
受
賞
は
、

論

抽

鎌

年

撓

縦

う
日
本
特
有
の

「常
識
」
に
異

議
を
唱
え
る
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

活
動
に
対
し
て
の
も
の
だ
。
２

０
１
３
年
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
経

験
者
に
説
明
の
つ
か
な
い
症
状

が
出
た
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
が

き

つ
か
け
で
、
日
本
で
は
接
種

と

の
因
果
関
係
が
議
論

と
な

り
、
積
極
的
勧
奨
は
中
止
さ
れ

た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
こ
の
現
状
を
批
判
し
た
り
、

日
本
の
産
科
婦
人
科
学
会
や
小

児
科
学
会
な
ど
が
積
極
勧
奨
の

再
開
を
求

め

た
り
し
て

い
る

が
、
再
開
の
動
き
は
鈍
い
。

症
状
と
ワ
ク
チ
ン
の
因
果
関

係
に
関
し
て
は
、
否
定
す
る
声

明
は
報
じ
ら
れ
て
も
、
こ
の
話

題
に
関
す
る
多
く
の
日
本
人
の

印
象
は

「子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
は
怖
い
」
と
い
う
も
の
だ
。

そ
う
い
う
中
で
、
批
判
し
た

相
手
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
な

が
ら
も
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
危

険
だ
と
い
う

「常
識
」
に
疑
間

を
呈
す
る
発
信
を
続
け
た
村
中

氏
の
受
賞
は
大
き
い
。
ス
ト

ッ

プ
し
て
い
た
氏
の
単
行
本
も
、

受
賞
を
機
に
出
版
が
決
ま

っ
た

と
い
う
。

ワ
ク
チ
ン
を
恐
れ
る
人
た
ち

の
感
情
や
不
安
は
理
解
で
き
る

し
、
国
や
医
療
機
関
に
は
不
安

に
応
え
る
情
報
開
示
や
丁
寧
な

説
明
を
求
め
た
い
。

一
方
で
私

が
言
い
た
い
の
は

「自
分
の
頭

で
科
学
的
に
考
え
る
よ
う
に
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し

て
、
そ
の
き

っ
か
け
と
な
る
今

回
の
受
賞
は
、
も

っ
と
知
ら
れ

て
も
い
い
と
思
う
。

（東
洋
大
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
学
部
長
）

坂
村
健
の
目

「常
識
」を
問
い
直
す
受
賞
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1の つ

トランプ氏

う
指
示
し
た
と
報
じ
た
。
国
民
の
健

康
に
関
わ
り
、
客
観
性
が
問
わ
れ
る

政
府
文
書
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
特

定
の
思
想
や
信
条
を
反
映
す
る
よ
う

強
制
し
た
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

一

斉
に
批
判
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

‐４
日
に
行
わ
れ
た
予
算
文
書
に
関

す
る
説
明
で
、
政
権
側
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に

使
用
禁
止
用
語
の
リ
ス
ト
を
提
示
。

そ
こ
に
は
「胎
児
」
や
「多
様
性
」
の
ほ

賀

肇

華

擁

堰

「科
学
に
基
づ
い
た
」

「証
拠
に
基

づ
い
た
」
と
い

っ
た
表
現
も
禁
止
対

象
だ

っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
を
監
嘗
す
る
厚

生
省
は
同
紙
の
取
材
に

「全
く
の
誤

り
」
と
否
定
し
た
が
、
政
権
は
他
省

庁
に
も
特
定
語
旬
の
使
用
を
避
け
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
も
よ
う
だ
。

市
民
団
体

の
関
係
者

は
同
紙

に

「ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
が
存
在
し

な
い
ふ
り
を
す
る
の
は
無
分
別
だ
」

と
指
摘
。
専
門
家
ら
は

「胎
児
と
い

っ
た
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懸
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Ｃ
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連
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書
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心
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性
が
異
な
る
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を
指
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ン
ス
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ェ
ン
ダ
ー
」

を
含
む
特
定
の
語
旬
を
使
わ
な
い
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